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関連イベント

いしかわウェルカムラウンジ工事状況（旧歴史体験コーナー6.23撮影）

　佐
さ

々
さ

木
き

泉
せん

景
けい

（1773～1848）は、加賀市大聖寺出身の狩
か

野
のう

派
は

の絵師です。加
賀藩の依頼で数々の作画を行い、文化6（1809）年の金沢城二ノ丸御殿障壁画
制作の際も、他の絵師より抜きん出て多くの絵を手掛けています。そしてお
抱え絵師として活躍する傍ら、長男泉

せん

玄
げん

をはじめ多くの門人を育てました。
　今回は当館リニューアルオープンプレ企画展の最後を飾るものとして、泉
景のふるさと加賀市で、佐々木泉景とその一門にスポットを当てた展覧会を
開催することとなりました。当館所蔵品はもちろん、加賀市内の寺社がご所
蔵の作品や、加賀市美術館所蔵の下絵類、また個人のご秘蔵品をあわせて展
示します。
　特に、「群

ぐん

鹿
ろく

図屏風」（実
じつ

性
しょう

院
いん

蔵・全期間展示）と「瀟
しょう

湘
しょう

八景図屏風」（全
ぜん

昌
しょう

寺
じ

蔵・前期展示）、そして「六歌仙図屏風」（願
がん

成
じょう

寺
じ

蔵・後期展示）は、昔
から加賀市では泉景筆の大作として知られています。名作がそろうまたと
ない機会に、狩野派の秀逸なる世界にふれてください。

講演会　「佐々木泉景とその一門の画業」
講師：北 春千代（石川県立歴史博物館学芸主幹）
日時：8月2日（土）14：00～15：30
会場：加賀市美術館ロビー
※聴講無料・事前申込不要（先着80名）

ギャラリートーク（全2回）
会場：加賀市美術館展示室
①日時：8月 9日（土）14：00～
　講師：石川県立歴史博物館学芸員
②日時：8月23日（土）14：00～
　講師：加賀市美術館学芸員　
※要観覧料・事前申込不要

石川県立歴史博物館　リニューアルオープンプレ企画展

佐々木泉景

平成26年 7月26日（土）〜8月31日（日）　火曜日休館

　前期　7月26日（土）～8月11日（月）
　後期　8月13日（水）～8月31日（日）※前期・後期で一部展示替えがあります

会　　場　加賀市美術館（加賀市作見町リ1番地4）
開館時間　午前10時～午後6時（入館は午後5時30分まで）
主　　催　石川県立歴史博物館・加賀市・加賀市教育委員会

観 覧 料
一般　400（300）円　75歳以上　200円
高校生以下無料　※（　）内は20名以上の団体料金

加賀藩お抱え絵師
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「
加
越
能
三
国
の
太
守
」
と
称
さ
れ
た
加
賀
藩
前
田
家
、
そ

の
領
地
な
か
で
も
そ
の
形
成
過
程
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で

は
な
い
よ
う
で
す
。
こ
こ
で
は
、
い
ま
確
認
し
う
る
こ
と
、

ま
た
今
後
明
ら
か
に
す
べ
き
課
題
も
含
め
て
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
後
期
、
幕
府
が
大
名
・
旗
本
か
ら
提
出
さ
せ
た

系
譜
を
も
と
に
作
成
さ
れ
た
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
と
い
う

厖
大
な
系
譜
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
記
さ
れ
た
前
田
家
初
期

の
領
地
の
変
遷
の
概
要
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

　

加
賀
前
田
家
の
祖
利
家
は
、天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
に
織

田
信
長
か
ら
能
登
一
国
を
、
つ
い
で
天
正
十
一
年
の
賤
ヶ
岳

の
戦
い
の
あ
と
加
賀
国
石
川
・
河
北
二
郡
を
羽
柴
秀
吉
か
ら

与
え
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
天
正
十
三
年
、
越
中
佐
々
攻
め
の

あ
と
越
中
国
砺
波
・
射
水
・
婦
負
三
郡
の
領
有
を
認
め
ら
れ

た
と
し
て
い
ま
す
。
た
だ
越
中
三
郡
の
領
有
に
つ
い
て
は
、

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
は
こ
れ
を
利
長
の
項
に
も
記
し
、
さ
ら

に
天
正
十
五
年
の
島
津
攻
め
の
戦
功
に
よ
り
、
利
長
が
越
中

新
川
郡
を
与
え
ら
れ
た
と
す
る
な
ど
、
利
家
と
の
関
係
が
必

ず
し
も
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』

は
、
天
正
九
年
に
利
長
が
越
前
国
府
中
で
三
万
三
〇
〇
〇
石

を
得
て
府
中
城
に
住
し
、
賤
ヶ
岳
の
戦
い
の
あ
と
加
賀
松
任

四
万
石
に
移
さ
れ
、
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）、
利
家
の
死
去

に
と
も
な
い
、
そ
の
遺
領
の
う
ち
越
中
一
国
と
加
賀
二
郡
を

利
長
が
継
ぎ
、
能
登
一
国
は
弟
に
利
政
に
分
与
さ
れ
た
と
し

ま
す
。

　

慶
長
五
年
の
関
ヶ
原
に
際
し
家
康
に
与
し
た
利
長
は
、
戦

後
加
賀
国
能
美
・

江
沼
二
郡
を
加
え

ら
れ
、
一
方
石
田

三
成
に
与
し
た
利

政
は
戦
後
領
地
を

奪
わ
れ
、
能
登
の

地
は
利
長
に
与
え
ら
れ
、
さ
ら
に
こ
の
と
き
、「
加
賀
、
能

登
、
越
中
三
国
」
と
馬
飼
料
と
し
て
近
江
国
高
嶋
郡
二
二
〇

〇
石
余
、
合
計
一
一
九
万
二
七
〇
〇
石
余
を
領
す
る
こ
と
に

な
っ
た
と
し
ま
す
。

　

以
上
の
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
が
描
く
前
田
家
の
領
地
の

変
遷
は
、
従
来
の
理
解
と
ほ
ぼ
一
致
し
ま
す
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
記
述
に
は
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
あ
り
ま
す
。
ま

ず
、
第
一
は
、
天
正
九
年
の
利
長
の
越
前
府
中
三
万
三
〇
〇

〇
石
拝
領
で
す
。
越
前
府
中
は
、
こ
の
直
前
ま
で
利
家
が
支

配
し
て
お
り
、
利
家
が
能
登
に
移
る
に
あ
た
っ
て
信
長
か
ら

府
中
の
知
行
を
菅
屋
長
頼
へ
引
き
渡
し
、
妻
子
の
能
登
へ
の

引
っ
越
し
を
厳
し
く
命
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
天
正
十
年
三
月
に
利
家
が
越
前
河
野
浦
の
山
論
の
裁
許
を

し
て
お
り
、
利
家
の
越
前
で
の
支
配
の
継
続
が
確
認
さ
れ
、

ま
た
賤
ヶ
岳
の
戦
い
の
折
に
利
家
が
府
中
城
に
入
っ
た
と
の

所
伝
も
あ
り
、
利
長
の
城
か
は
別
と
し
て
越
前
で
の
前
田
氏

の
支
配
が
継
続
し
た
よ
う
で
す
。
こ
の
点
は
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
能
登
に
一
万
石
あ
っ
た
土
方
領
の
成
立
を
め

ぐ
る
問
題
で
す
。
こ
の
点
は
、
あ
ま
り
大
き
な
関
心
を
持
た

れ
な
い
よ
う
で
す
が
、少
し
見
て
お
こ
う
と
思
い
ま
す
。『
寛

政
重
修
諸
家
譜
』
の
土
方
家
の
項
に
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い
に

際
し
、
徳
川
家
康
か
ら
利
長
へ
の
使
い
を
命
じ
ら
れ
た
土
方

雄
久
が
、
利
長
に
東
軍
に
与
す
る
よ
う
説
得
し
、
利
長
が
そ

れ
を
受
け
入
れ
、
そ
の
功
に
よ
っ
て
戦
後
「
越
中
国
野
々
市
」

で
一
万
石
を
与
え
ら
れ
た
と
し
、
さ
ら
に
そ
の
領
地
は
寛
永

三
年
（
一
六
二
六
）
ま
で
の
間
に
能
登
国
羽
咋
・
鳳
至
・
珠

洲
・
能
登
四
郡
に
移
さ
れ
た
と
し
ま
す
。
こ
の
領
地
は
、
僅

か
一
万
石
で
す
が
、
加
越
能
三
国
の
な
か
に
前
田
氏
以
外
の

藩
領
が
あ
っ
た
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
能
登
へ
の

替
地
は
、
慶
長
十
一
年
に
な
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す

が
、加
賀
藩
の
立
場
か
ら
は
、土
方
領
は
前
田
家
か
ら
与
え
た

も
の
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
が
、
将
軍
か
ら
の
領
知
朱
印
状

が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ど
う
位
置
づ
け
る
か
課
題
で
す
。

　

三
つ
目
は
、加
賀
藩
の
石
高
一
一
九
万
二
七
〇
〇
石
余
が
、

慶
長
六
年
に
定
ま
っ
た
か
に
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
は
記
述

し
て
い
ま
す
が
、
実
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
慶
長
十
九

年
に
利
長
が
死
去
し
た
あ
と
徳
川
家
康
か
ら
利
常
に
領
知
の

安
堵
す
る
判
物
が
で
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
「
加
賀
・
能
登
・

越
中
三
ケ
国
之
事
、
一
円
被
仰
付
訖
」
と
あ
り
、
そ
の
領
地

高
は
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
で
は
石
高
が
決
ま
る
の
は
い
つ

か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
寛
永
十
一
年
に

三
代
将
軍
家
光
が
上
洛
し
た
折
、
諸
大
名
に
一
斉
に
領
知
判

物
・
朱
印
状
を
出
し
た
時
の
こ
と
で
す
。
こ
の
時
、
利
常
に

与
え
ら
れ
た
判
物
に
「
加
賀
・
越
中
・
能
登
三
箇
国
百
十
九

万
二
千
七
百
六
十
石
」
と
は
じ
め
て
三
国
の
石
高
が
見
え
ま

す
。
こ
の
数
字
は
、
こ
の
領
知
判
物
が
出
さ
れ
る
に
あ
た
っ

て
前
田
氏
の
方
か
ら
提
出
し
た
郷
村
高
帳
に
も
と
づ
く
も
の

で
す
。
ち
な
み
に
慶
長
三
年
の
加
賀
・
能
登
・
越
中
三
国
の

総
高
は
九
四
万
五
八
六
八
石
で
す
。

　

最
後
に
近
江
国
高
嶋
郡
の
領
地
で
す
が
、『
寛
政
重
修
諸
家

譜
』
で
は
慶
長
五
年
に
「
馬
飼
料
」
と
し
て
与
え
ら
れ
た
と

し
ま
す
が
、
実
は
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
に
利
家
の
室
ま

つ
（
芳
春
院
）
に
秀
吉
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
で
、
元
和
六

年
（
一
六
二
〇
）、
芳
春
院
の
死
後
、
加
賀
藩
領
と
な
っ
た
も

の
で
す
。

　

こ
う
し
た
課
題
も
含
め
、
今
後
も
少
し
ず
つ
、
加
賀
藩
の

こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

館
長 

歴
史
ミ
ニ
講
話

利
家
・
利
長
の
領
地
を
め
ぐ
っ
て

藤
井
讓
治
（
当
館
館
長
）
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平
成
二
十
五
年
度
の

収
蔵
資
料

平
成
二
十
五
年
度
の

収
蔵
資
料

　

今
年
度
は
、
新
た
に
購
入
し
た
「
加
賀
藩
士　

上
木
家
文
書
」
三
百
五
十
点
の
ほ
か
、

「
金
沢
城
二
ノ
丸
絵
図
巻
写
」
三
点
、「
磯
部
屋
関
係
文
書
」
十
三
点
、「
第
七
連
隊
従
軍

兵
士
関
係
資
料
」
二
十
三
点
な
ど
寄
贈
資
料
が
六
百
点
で
、
合
せ
て
五
十
七
件
・
九
百

五
十
点
を
収
蔵
し
ま
し
た
。
貴
重
な
資
料
を
ご
寄
贈
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ま
の
ご
厚
情

に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
館
は
、
来
春
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、
現
在
も
休
館
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
「
れ
き
は
く
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
展
は
開
催
で
き
ま
せ
ん
。

昨
年
同
様
、
本
紙
面
に
新
収
蔵
資
料
名
と
ご
寄
贈
者
の
ご
芳
名
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
こ
れ
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
開
館
後
に
、
二
か
年
分
の
新
収
蔵
資
料
を

一
堂
に
集
め
た
企
画
展
示
を
行
い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
際
は
あ
ら
た
め
て

ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。	

（
資
料
課
）

57 辰巳上水図巻（加賀藩士上木家文書の内）

28 賀州住藤原家忠刀

38 明治六年地券

50 獅子具 26 豆腐株札

平成25年度収蔵資料一覧（平成25年12月末 現在）
No. 資料名称 点数 寄贈者（敬称略）

考　古　資　料
1 岩版 1 中島進

歴　史　資　料
2 駅スタンプ帳 2 塚野秀章
3 絵葉書帳 1 塚野秀章
4 浅井弘五郎所用刀 1 大乗寺
5 西村太冲関係文書 82 冨士澤丞
6 第七連隊従軍兵士関係資料 23 村松武雄
7 日露戦争等出兵記念写真 32 大幸甚
8 携帯用地図カバー 1 大幸甚
9 金沢城二ノ丸絵図巻写 3 田嶋正和
10 二十日講法名幅 5 山﨑浩一
11 小川家文書 188 小川正英
12 小川家資料 40 小川正英

13
『創立20周年記念金沢市中央公民館
合唱団第20回演奏会（朱鷺幻想）』
プログラム

1 松田悠美

14 同人誌『朱鷺』 1 松田悠美
15 石川県野鳥園パンフレット 3 松田悠美
16 絵葉書「河北潟の自然」 1 松田悠美
17 石川野鳥の会絵葉書 3 松田悠美
18 北陸新演劇人協会パンフレット 3 中川幾美

19 石川県立金沢第二高等女学校独唱会
プログラム 1 中川幾美

20 めぐみ合唱会プログラム 2 中川幾美

21 中部日本新聞社主催音楽コンクール
発表会プログラム 1 中川幾美

22 新生新派金沢公演パンフレット 1 中川幾美
23 明治大正期徽章 5 中川幾美

24 大谷派本願寺金沢別院本堂上棟式次
第 1 中川幾美

25 織物業視察関係資料 6 吉岡茂外子
26 豆腐株札 2 諸橋重紀
27 磯部屋関係文書 13 田嶋正和

No. 資料名称 点数 寄贈者（敬称略）
28 刀「銘　賀州住藤原家忠」 1 藤田つゆみ
29 脇差「銘　清光」 1 藤田つゆみ
30 脇差「銘　日向守藤原廣高」 1 藤田つゆみ
31 短刀「銘　荘司直秀」 1 藤田つゆみ
32 槍 1 松原隆利
33 短刀　無銘 1 松原隆利
34 矢屏風 1 松原隆利
35 弓 1 松原隆利
36 胸当て 1 松原隆利
37 火縄銃木座 1 松原隆利
38 明治六年地券 1 松原隆利
39 星条旗新聞　週間展望（極東軍版） 74 北川利秋
40 星条旗新聞　日刊紙（太平洋版） 2 北川利秋
41 星条旗新聞　クリスマス特集号 4 北川利秋
42 軍用版ポケット文庫本 34 北川利秋
43 雑誌　TIPS 8 北川利秋
44 雑誌　デモクラシー 3 北川利秋
45 雑誌　デュポンマガジン 1 北川利秋
46 米軍隊使用日本地図 2 北川利秋
47 明治・大正・昭和期教科書 26 中野吉隆
48 資産家番付 2 五寶利男
49 金沢飛行場位置図 1 五寶利男

民　俗　資　料
50 獅子具 1 山﨑浩一
51 消防着 1 山﨑浩一
52 ラーメン丼鉢 2 松田悠美
53 獅子具 1 山﨑修治
54 加賀谷家染織資料 1 加賀谷哲子
55 明治期五寶商店看板 2 五寶利男
56 手動式映写機　一式 1 五寶利男

美　　術　　品
57 加賀藩士上木家文書 350 購入

寄贈・購入資料　合計 950
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れきはくゼミナール

仮事務室（旧学習ホール）

本
多
の
森
か
ら

　
展
示
室
の
内
装
工
事
も
始
ま
り
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
は
順
調
。
ま
た
管
理
部
門

の
部
屋
も
改
修
さ
れ
る
た
め
、
館
長
以
下
全
職
員
は
旧
学
習
ホ
ー
ル
へ
移
動
し
て
の

執
務
と
な
り
ま
し
た
。
騒
音
に
耐
え
な
が
ら
、
連
日
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
て
の
業

務
に
励
ん
で
い
ま
す
。
来
年
春
の
オ
ー
プ
ン
ま
で
、
皆
様
今
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ

さ
い
！

加
賀
藩
士
上
木
家
に
つ
い
て

　
新
収
蔵
資
料
「
加
賀
藩
士
上
木
家
文
書
」（
本
紙
3
P
「
平

成
25
年
度
収
蔵
資
料
一
覧
」
№
57
）
の
上う
え

木き

家け

に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。
加
賀
藩
祖
前
田
利
家
の
側
室
で
、
四
男
利
常
（
の
ち

三
代
藩
主
）
の
生
母
で
あ
る
寿じ
ゅ

福ふ
く

院い
ん

と
い
う
方
が
い
ま
す
。『
加

賀
藩
史
料
編
外
』
の
系
譜
に
「
越
前
の
人
上
木
新
兵
衛
の
女
。

新
兵
衛
没
後
そ
の
妻
藩
臣
小お

幡ば
た

九き
ゅ
う

兵べ

衛え

に
再
嫁
し
た
る
を
以

て
、
小
幡
氏
と
称
せ
ら
る
」
と
あ
り
、
側
室
に
上
が
っ
た
後
、

母
が
再
婚
し
た
た
め
に
小
幡
氏
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
い
ま

す
。

　
上
木
家
に
残
る
「
由ゆ
い

緒し
ょ

帳ち
ょ
う」

を
見
る
と
、
新
兵
衛
の
名
は
見

当
た
り
ま
せ
ん
。
直
接
の
祖
と
さ
れ
る
の
は
上う
え

木き

庸つ
ね

長な
が

で
、関
ヶ

原
の
時
に
利
長
に
召
出
さ
れ
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
に
二
百

石
を
拝
領
、
の
ち
利
常
附
を
命
じ
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
の
上
木
長な
が
雄か
つ
は
、
利
常
に
召
出
さ
れ
三
百
石
を
有
し
、
元
和

五
年
（
一
六
一
九
）
に
は
父
の
遺
領
二
百
石
を
弟
半は
ん

兵べ

衛え

と
と

も
に
百
石
ず
つ
相
続
し
、
し
だ
い
に
加
増
を
受
け
千
二
百
石
を

有
し
ま
し
た
。
次
の
上
木
長な
が

之ゆ
き

は
高た
か

畠ば
た
け

彦ひ
こ

太だ

夫ゆ
う

の
子
が
養
子

に
入
っ
た
も
の
で
、
高
畠
は
利
家
の
正
室
芳ほ
う

春し
ゅ
ん

院い
ん

の
実
家
で

す
。
こ
の
点
か
ら
、
藩
の
公
式
な
扱
い
と
し
て
は
「
寿
福
院
の

実
家
は
小
幡
家
」
と
し
て
い
ま
す
が
、
利
常
自
身
は
直
系
の
実

家
と
し
て
上
木
家
を
大
切
に
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　
さ
ら
に
長
雄
の
四
代
あ
と
の
上
木
自よ
り

庸つ
ね

が
、
松ま
つ

平だ
い
ら

大だ
い

弐に

家け

か
ら
養
子
に
入
っ
た
こ
と
で
大
き
な
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。
小

幡
家
か
ら
松
平
家
に
出
さ
れ
た
書
状
に
、「
寿
福
院
様
の
百
回

忌
法
要
（
享
保
十
五
年
・
一
七
三
〇
）
で
は
当
家
（
小
幡
）
の

み
が
参
列
し
た
が
、
上
木
家
も
寿
福
院
様
の
家
柄
な
の
で

百
五
十
回
忌
の
際
は
声
を
か
け
た
方
が
い
い
と
思
う
」
と
あ
り

ま
す
。
小
幡
家
の
松
平
家
に
対
す
る
配
慮
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

上
木
家
に
と
っ
て
は
大

き
な
転
機
で
あ
っ
た
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
年

代
的
な
多
少
を
差
し
引

い
て
も
、
自
庸
以
降
、

藩
政
・
幕
政
に
関
わ
る

書
留
や
書
状
が
多
く
残

さ
れ
て
お
り
、
各
奉
行

職
な
ど
を
務
め
た
上
木

家
は
、
江
戸
後
期
以
降

の
藩
政
の
実
務
者
の
一

人
で
あ
っ
た
こ
と
が
理

解
で
き
ま
す
。

（
資
料
課
長　
濱
岡
伸
也
）

加賀藩士上木家系図 

行
事
日
程

行
事
日
程

　
　
　
　
　（
8
～
10
月
）

◎
開
講
時
間

：

午
後
二
時
～
（
約
一
時
間
三
十
分
）

◎
会
　
　
場

：

石
川
県
立
美
術
館
講
義
室

◎
受
講
料
及
び
申
し
込
み

：

い
ず
れ
も
不
要

　
※
休
館
中
の
た
め
、
本
多
の
森
公
園
内
の
石
川
県
立
美
術
館
が
会
場
と

な
り
ま
す
。

　
※
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
公
共
交

通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
※
美
術
館
講
義
室
の
開
場
は
、
午
後
一
時
三
十
分
で
す
。

月
　
日

行
　
　
　
事

内          

容

8
/

15
（
金
）
れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

金
沢
町
人
宮
竹
屋
の
歴
史
と
文
化

（
学
芸
主
任
　
塩
崎
久
代
）

9
/

19
（
金
）
れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

お
代
官
様
は
悪
人
で
す
か
？

（
資
料
課
長
　
濱
岡
伸
也
）

10
/

17
（
金
）
れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

能
登
　
仏
像
も
の
が
た
り

（
学
芸
主
幹
　
本
谷
文
雄
）

新
収
蔵
資
料
解
説
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